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（次のページに続く）

　まずはパーキンソン病 ( 以下 PD と表記 ) の概要と歴史からスタート。人口 10 万人当たり

100 〜 150 人、性差はない。パーキンソンが発見した時には注目されず、50 年以上経ってシャ

ルコーが再発見してから注目されるようになった。因みにパーキンソンは医学以外にも地質

在宅医療研究会「パーキンソン病について～パーキンソン病のこれまでとこれから～」

パーキンソン病への理解を深め

　　　　　　患者治療の充実へ
副支部長　川村　雅之

　支部は 9 月 19 日に在宅医療研究会を伊丹市内で開催し、会員や介護事業所職員など 27 人

が参加した。「パーキンソン病について～パーキンソン病のこれまでとこれから～」をテー

マにつちやま内科クリニック ( 西宮市 ) の土山雅人先生が講演した。副支部長・協会副理事

長の川村雅之先生の感想文を掲載する。

　　　パーキンソン病の最近の治療について詳しく解説
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幹事会だより

TEL 078-393-1817 ／ FAX 078-393-1802　e-mail　akane@doc-net.or.jp　担当； 大野まで

☆北阪神支部ニュースへの投稿を募集しています

学者としても知られており、メガロサウルス

の命名者だそうだ。PD で特徴的なレビー小体

のレビーはアルツハイマーの弟子で、先ほど

のシャルコーの講義で助手をしていたのがバ

ビンスキーだとか ( 写真 )。雑学も増えた。

　さて、PD の運動症状は運動緩慢と静止時振

戦か筋強剛あるいはその両方があるのが特徴

で、進行すると姿勢反射障害が現れる。しか

し 20 年以上も前から便秘や疲労、睡眠覚醒

障害などの非運動症状が現れることがわかっ

て来た。その時点で気づき対応することが今後の治療の課題だが、残念ながら現時点ではドー

パミンの L- ドパ剤 ( 脳内に移行しドパミンへ変化する ) での補充や賦活といった対症療法し

かない。しかも比較的コントロールの容易な時期は３〜５年しかなく、その後は運動症状改

善とジスキネジア発現の幅が狭くなりコントロールは難しくなる。クオリティーオブライフ

のためにも早期からの治療が必要である。いよいよ難治期に入ると手術して脳に直接電気刺

激を与える方法や、胃瘻を介して持続的に投薬する方法などあるが、最近では超音波で視床

の核を焼く低侵襲治療もあるそうだ。そして高齢発症ではより短期間で進む。日頃、歯科訪

問診療で接している PD 患者さんのことが判り、収穫は期待以上だった。

支部ニュースへの投稿を募集しています。

日常診療にかかわることや、主張、趣味のお話などお寄せください。

バビンスキーが助手を務めるシャルコーの講義

第 397 回　9 月 3 日 ( 木 ) ことば蔵　多目的室　参加 8 人

◆北阪神支部の会員数と組織率
　9/30 現在　医科 352 人（73％）、歯科 205 人（61％）

◆政策懇談会
　県会議員の相崎佐和子議員との政策懇談会を同時開催した。政策懇談会では相崎議

員が、県の財政が年々逼迫しており、国に減収補填のための県債の発行が可能となる

よう要望してゆくと語った。また、阪神北地域における３次救急病院の不足について、

県内ではもっと広域の地域もあり、地域内で協力し、救急体制を確保して欲しいとい

うのが県の見解だと紹介。中井支部長はインフルエンザ予防接種を公費で、ＰＣＲ検

査の拡充を兵庫県独自で早期実現を要望し、工藤支部幹事は「県のマスクの配布につ

いてすべての医療機関に県自身が配るべきもの。医師会や協会未入会の医療機関もあ

り支援はもれなくするべきだ」と指摘。太田支部幹事は子どもを含む救急外傷について、

コロナの疑い患者も受け入れており、負担が大きいとして財政措置を求めた。

◆当面の支部活動
　10 月 17 日に支部総会を伊丹シティホテルにて開催予定 ( ４頁案内記載 )。

◆次回幹事会
　11 月５日（木）14 時 30 分〜　「いたみホール　５階　会議室３」にて開催予定
                 　　　　　　　　　　お問い合わせは℡ 078-393-1817 小川・大野まで研 究 会 参 加 者 の 声

・パーキンソン病にかかわる歴史から、経過、治療などにつきエピソード含め興味ある講

演でした。ありがとうございました。( 医師 )

・パーキンソン病の難しさを改めて学習させて頂きました。精神症状についてや、脱抑制

性の精神状態については気づけていなかったと思います。発症前後 20 年をみる。本当に

長い経過の疾患で介護する家族の支援の大事さもあらためて思いました。（看護師）

・自分が担当している患者さんが、どのステージにおられるのか考えながら、今後は関わっ

ていきたいと思います。（歯科衛生士）

・パーキンソンの歴史から服薬について、とても詳しく知ることができました。施設の中

でも本日学んだことを活かして、運動療法につなげていきたいと思います。（理学療法士）

・パーキンソン病の運動症状だけでなく、自律神経障害・精神症状・睡眠障害・感覚傷害

なども出現してくることが理解できた。（看護師）

・パーキンソン病の病態や病態解明の歴史または治療の歴史に大変興味がありました。

パーキンソン病の運動状態や非運動状態も大切だと分かりました。また最近の薬物治療

の考え方も分かりやすく教えていただきましてありがとうございました。（薬剤師 )

・今後、在宅での療養やケアが必要になってくるであろうこの時代に在宅でのかかわり等

もお話いただきありがとうございました。( 看護師 )

「みんなでストップ！負担増」
　　　　　　　　　　　　　　医療に関わるクイズに答えると兵庫県のグルメが当たり、

患者さんに楽しく医療問題について知らせられると好評の

「クイズで考える日本の医療 2020」。今回のテーマは「みん

なでストップ！負担増」です。

　75 歳以上の患者窓口負担の原則 1 割から 2 割への引き上

げなどの制度改悪などがクイズになっています。患者さんに

も負担増計画を知らせ、署名とあわせて負担増計画を中止さ

　　　　　　　　　　　　　せましょう。( 実施期間は 10/1 〜来年 3/8 まで )             

　　　　　　　　　 クイズチラシ・署名の注文などは TEL078-393-1807 まで

クイズで考える日本の医療 2020　ご協力を！


